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音声·音韻研究の現状と展望 

1)孫範基*

< Abstract >

Current trends and prospects of studies on Japanese phonetics and phonology

This paper overviews recent research trends in Japanese phonetics and phonological studies by analyzing 
62 research papers that were published in 18 academic journals registered in Korea from 2021 to 2022. A 
total of 62 papers were classified into “phonetic education,” “phonological studies,” and “comparative 
studies.” In addition, “phonetic education” was subcategorized into “research of segment ,” “prosody,” 
“learning strategies and teaching methods,” “notation,” “textbook analysis,” and “other” and their research 
achievements were introduced.  

The research trend in this field showed a decrease in the proportion of studies on Japanese phonetic 
education compared to the past (44.7% > 34.9%). It is noteworthy that research on phonological studies for 
Sino-Japanese (23.8%) have a high proportion in Japanese phonetics and phonological studies. Recently, 
various electronic language data have been utilized, and the processing and analysis of electronic data using 
AI is expected in the future.

Field : Phonetics, Phonology
Keywords：Segment, Prosody, Phonetic education, Phonology, The sound of Sino-Japanese 

1. はじめに

本稿は、2021年から2022年にかけて韓国の日本語学関連の学術誌に掲載された日本語の音

声・音韻に関する研究論文をテーマ別に取り上げ、その成果を概観することを目的とする。韓

国研究財団の「日本語と文学」に分類された登載学術誌18種である。そのうち翰林大学校日本

学研究所発行の『翰林日本学』では日本語学に関する研究論文が見当たらなかったため本調査

では除外し、その代わり<表1>ので示したように16番の『日本学』(東国大学校日本学研究所発

行)を調査対象に含めることにする。この時期に掲載された日本語の音声・音韻に関する論文

は63本である1)。

* 済州大学校 日語日本文学科 助教授，日本語学

1) 許仁寧(2021)は近世日韓の語学書を分析した音韻研究ではあるが、韓国音韻史に関して議論している

ため、本調査の対象から除外している。
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<表1> 調査対象の学術誌および音声学·音韻論に関する研究論文数(2021~2022年)

No.    学術誌名     発行機関
音声・音韻

論文数

1   日本研究   高麗大学校グローバル日本研究院 1

2   日本學硏究   檀國大学校日本研究所 1

3   日語日文学   大韓日語日文学会 13

4   日本文化研究   東アジア日本学会 1

5   日本語文学   日本語文学会 1

6   日本研究   中央大学校日本研究所 1

7   日本研究   韓国外国語大学校日本研究所 0

8   日本文化學報   韓国日本文化学会 3

9   日本語敎育   韓国日本語教育学会 7

10   日本語文學   韓国日本語文学会 3

11   日本語学研究   韓国日本語学会 4

12   日本学報   韓国日本学会 3

13   日語日文学研究   韓国日語日文学会 6

14   日本言語文化   韓国日本言語文化学会 3

15   日本近代学研究   韓国日本近代学会 3

16   日本学   東国大学校日本学研究所 1

17   比較日本学   漢陽大学校日本学國際比較研究所 5

18   日本語教育研究   韓国日語教育学会 7

合　　計 63

論文作成言語は韓国語が41本、日本語が22本であり、韓国語で書かれた論文の方が多かっ

た。執筆者の内訳は、韓国人研究者は33名、日本人研究者は3名、中国人研究者は3名である。

単独研究は41本、共同研究は22本であり、単独研究が好まれる傾向を示している。

研究の内訳を見ると、音声教育は22本(34.9％)、音韻研究は31本(49.2%)、日本語と他言語と

の対照研究は10本(15.9％)である。音声教育に関する論文の内訳を見ると、分節音に関する研

究は5本、韻律に関する研究は5本、学習方略・指導方法に関する研究は4本、表記に関する研

究は4本、表記教材に関する研究は2本、その他学習者のパラ言語に関する研究と日本語学習者

の音声に関する研究論文を研究動向を分析したメタ分析研究の2本である。音韻研究の論文の

内訳は、現代語を対象にしたものが7本、歴史的側面を対象にしたものが24本であり、対象研

究の論文は10本である。もちろん、複数の項目にまたがる研究は多数あるが、分析の単純化の

ために便宜的に「1論文：1項目」という基準のもとで分類を行った。今期の音声教育の比率

(34.9％)は、前期(2019年-2020年、25本(44.7%))と比べて、下がっているように見える2)。ま

た、日本語学習者ではなく、日本語母語話者の音声を対象にした音声研究が見当らず、これか

2) もちろん、これは筆者の分類の仕方の違いによる可能性もある。
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らの研究分野の縮小が懸念される。

今期の論文の内訳を<表2>に示しておく。なお、今期の日本語の音声・音韻に関する研究リ

ストは参考文献に掲載したので、こちらも参照していただきたい。

<表2> 音声·音韻研究の内訳

音声教育 音韻研究 対照研究

論文数 22 31 10

分節音 韻律
学習方略

指導方法
表記

教材

分析

その

他
現代 歴史 対照

論文数 5 5 4 4 2 2 7 24 10

以下では、音声教育、音韻研究、対照研究の順に、それぞれの項目について概観することに

する。

2. 音声教育　　　     

2.1 分節音      

今期の分節音に関する論考では、韓国人日本語学習者(以下、学習者と称する)の破裂音と破

擦音に現れる音響的特徴を分析している。

学習者の「両唇破裂音」に関する研究は김윤영(2021a)がある。김윤영(2021a)は韓国人学習者

の両唇破裂音の音声的特徴を音響音声学的に分析したものであり、韓国人初級・上級学習者、

日本語母語話者を対象に/p, b/の後続する母音の基本周波数(F0)、声帯振動開始時間(VOT)、閉

鎖持続時間、強度を分析した。4つの特徴において初級学習者はより上級学習者の方が日本語

母語話者に近似すると報告している。

学習者の「歯茎破裂音」に関する研究は김윤영(2021b)、曺秀弦(2022)がある。김윤영(2021b)
は김윤영(2021a)と同じ基準から学習者の歯茎破裂音の音声的特徴について分析し、上級学習者

であるほど日本語母語話者と類似すると報告している。曺秀弦(2022)は、韓国人日本語学習者

が日本語の有声・無声歯茎破裂音を発音する際に、長さの実現という観点から日本語の自然さ

に影響を与える要因を分析したものである。日本語の歯茎破裂音のある単語内での音節の長さ

生成の自然さには、後続母音の種類と長さが最も大きく影響し、学習者の学習レベルによる違

いがあると報告している。

学習者の「破擦音」の特徴を分析した研究は사공환(2022)、조수현(2022)がある。사공환

(2022)は、韓国人日本語学習者の「つ」発音の音響音声学的特徴について分析した研究であ

る。特に破擦音[ts]の後続母音のフォルマントに注目し、その調音的特徴を分析した結果、母



10 日本語學硏究 第76輯

音と破擦音の両方において母語の韓国語の転移と考えられる特徴が現れたと述べている。조수

현(2022)は、韓国人の日本語学習者が生成する日本語破擦音の長さの実現を分析しており、視

覚と聴覚を刺激として与え、文字読み上げ課題と遅延反復課題という2つの実験の結果、破擦

音の有声性及び調音点が破擦音の含まれている拍の長さの実現に影響を与えており、破擦音の

後続母音の種類が拍の長さに強い要因として働いていると報告している。

2.2 韻律      

今期の韻律に関する論考は、学習者のリズムおよびポーズ、発話速度に関する研究が2本、

アクセントに関する研究が2本あった。

学習者のリズムおよびポーズ、発話速度に関する研究は고혜정(2022)と김주연(2021)があ

る。고혜정(2022)は初級学習者の実際の発話に現れるポーズおよび発話速度の特徴から音声教

育への示唆を論じたものである。主な実験結果は次のようである。初級レベルの学習者の発話

は、ポーズの挿入が多いが、その長さは文中・文末ともに短く、しかも文末においてはポーズ

が挿入されないこともある。また、発話速度および調音速度においては初級学習者は日本語母

語話者より長く現れている。以上のことから고혜정(2022)は日本語リズムの教育と特殊モーラ

の促音と長音の指導が必要であると述べている。김주연(2021)は学習者の日本語の発話速度と

ポーズに関する教育実践の論考である。特に中上級学習者のポーズ指導による日本語母語話者

の流暢性評価に違いがあり、中上級学習者を対象にしたポーズ指導の有効性があると報告して

いる。

アクセントに関する研究は李玧兒(2021b)、崔真姫(2022)、鈴木美恵・琴鍾愛(2021)がある。

李玧兒(2021b)は学習者が発音指導を受けることによって、発音にどのような変化があるかを

整理した教育実践のものである。4回の指導によってピッチ(F0)の変化が著しくなり、母語話

者のピッチ変化に近似することもあるが、指導終了後、その効果はなくなったと報告してい

る。崔真姫(2022)はシャドーイングアプリ「がんばってシャドーイング」を用いて長期間に渡

り自律学習の結果を報告した研究である。ネイティブ日本語教師からの評価によるシャドーイ

ング練習の効果として「発話速度」「発音」「イントネーション」は全般的に改善されたが、

「アクセント」に向上は見られないと述べられている。また、学習者はアプリを利用した練習

に満足していると報告されている。鈴木美恵・琴鍾愛(2021)は、NHK編「日本語発音アクセン

ト辞典1985年版」と「NHK編 日本語発音アクセント辞典1998年版」と「NHK編 日本語発音

アクセント辞典2016年版」の三冊を用い、日本語能力試験語彙項目にあるレベル別外来語を対

象に、そのアクセントの変化のパターンや外来語表記の特徴を分析した研究であり、全体的に

平板式アクセントへの変化が少数確認でき、4級から1級の全てに尾高型アクセントがみられな

いことを明らかにしている3)。また、表記においても途中から新しい外来語が現れたり、時代

の流れで呼び方や意味が変わるなど、年代によって変化が認められると報告している。

3) 原文には尾高式アクセントと書いてあるが、正確には尾高型アクセントであろう。
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2.3 学習方略・指導方法      

日本語の学習方略と指導方法に関する論考は4本あった。

学習方略(Learning Strategy、学習ストラテジー)とは、学習の効果を高めることをめざして

意図的に行う心的操作あるいは活動であり、学習活動を効果的、効率的に行うために学習者が

とるさまざまな方法である。李玧兒(2021a, 2022ab)は学習者の音声学習における学習方略に

ついて論じている。李玧兒(2021a)は日本語学習者の発音における自己モニター行動を分析

し、学習者は長音、カタカナ、促音、「つ」の発音、「ザ・サ行」、切れる部分を工夫しなが

ら発音していることを明らかにしている。また、李玧兒(2022a)は学習者の発音の特徴と自己

モニターの特徴を分析し、学習者はイントネーションを始め、リズム、アクセント、清音、促

音の発音に問題があるが、自分の誤用を正確に把握しているとは言えないことを明らかにして

いる。李玧兒(2022b)は韓国の大学における学習者が日本語についてどのような学習ストラテ

ジーを使っているかを分析したものである。日本語の発音について「復習」「メモ」「線を引

く」などの「認知ストラテジー」と「教師やネイティブに聞く」という「社会的ストラテ

ジー」の頻度が多く現れるが、「発音の勉強」と「発音向上」に必要なストラテジーは「認知

ストラテジー」であり、「発音が分からないとき」と「発音の勉強」に必要なストラテジーは

「社会的ストラテジー」であることを明らかにした。

日本語の発音指導方法に関する研究は李香蘭(2022)がある。李香蘭(2022)は将来日本語の教

師になる学習者を対象に初級日本語学習の効果的な指導方法を文字の導入と発音指導を中心

に検討・分析したものである。文字と発音は導入段階から説明し、両方ともやさしくて一般的

なものから複雑で特殊なものへという方向性と具体的な指導法を提示している。

 2.4 表記      

音声・音韻と関連する学習者の表記に関する論考は、모세종(2021)、朴睦美(2021)、黒柳子

生(2021ab)と4本あった。

모세종(2021)は初級学習者の日本語の発音の指導におけるハングル表記の有用性について述

べ、日本語と韓国語の音声的特徴を考慮したハングル表記を提案している。朴睦美(2021)は、

学習者のカタカナ語の誤用を分析したものである。日本語を専門とする韓国人大学生51名を対

象に、ハングル表記からカタカナ語表記をさせる調査を行い、①語彙レベルとカタカナ語表記

習得レベルは比例している、②誤用パターンの数は上位グループよりも下位グループの方が多

い傾向である、③語彙レベルの上位グループでも長音の誤用が多い、という結果を報告してい

る。

黒柳子生(2021ab)は韓国語のカタカナ表記に関する研究である。黒柳子生(2021a)は韓国語

の破裂音である平音が語頭にある場合と終声として表記されている際に、日本語を母語とする

韓国語学習者がどのようにそれらを認識し、カタカナで表記しているのかを調査したものであ

る。その結果、語頭の平音に対しては清音または半濁音で表記される傾向が強く、平音の中で



12 日本語學硏究 第76輯

は「ㄱ　>　ㅈ　>　ㅂ　>　ㄷ」の順でその傾向が現れており、終声におけるカタカナ表記は全体的

には「閉音節表記」と「開音節表記」が多く、語中の場合は「閉音節表記」が半数を超え一方

で、語末終声表記では「開音節表記」が多く現れると述べている。さらに黒柳子生(2021b)は韓

国語話者が音韻変化を伴う韓国語の語彙をカタカナでどのように表記するのかを調査し、日本

語話者のカタカナ表記は音韻変化を反映した「閉音節」表記が多く現れたが、韓国語話者は音

韻変化を伴っても「転写」表記を多用することが判明したと報告している。

 2.5 教材分析      

教材分析に関する研究には진종복(2021)と千仙永(2021)があり、両方とも2015年に改定され

た教育課程に従って編纂された中・高等学校の日本語教科書の音声項目を対象にしている。진

종복(2021)は、2015年に改定された教育課程に従って編纂された中・高等学校の日本語教科書

の仮名文字の発音表記と音声項目の導入状況を調査し、次の4点を指摘している。第一に仮名

文字のローマ字表記において一部の教科書には誤りがある。第二に清音・濁音、長音・短音、

拗音、促音、撥音、語彙アクセントの項目は学習初期段階から導入しているが、破擦音、ザ行

音、語頭有声破裂音、語中ハ行子音の弱化など韓国人学習者にとって難しい音声項目は導入さ

れない傾向がある。第三に、一部の教科書では、一部の項目の用例と説明に誤りがある。第四

に、ほとんどの教科書では、分節音に対しては説明と練習が提示されているが、韻律は説明の

み提示されている。千仙永(2021)は、2015年に改定された教育課程に従って編纂された中・高

等学校の日本語教科書の6種の内容を音声教育の観点から分析したものであり、教育過程では

音声コミュニケーションを重視し、清・濁音、長・短音、拗音、促音、撥音、リズム(拍)、抑

揚が提示されているが、アクセントは抑揚に一括りにされており、その意味も教科書によって

異なることを指摘し、これを改善するために教育現場における実践活動を行った結果、韓国の

教育現場の音声教育の活性化の一助となったと報告している。

 2.6 その他  

その他の音声教育関連の論考は、学習者のパラ言語について分析した고유진(2021)と、日本

語音声教育関連文献を分析した이경숙(2021)と、2本あった。

고유진(2021)は学習者の「い形容詞」の発話における「感心」「驚き」「不満」という感情要

素と、モ─ラ挿入、長音化、縮約、新たな音の追加といった音韻現象の有無および持続時間、

ピッチ変化のような音声的特徴との関連性について論じたものである。プラス感情要素「感

心」と中立的要素である「驚き」の表現には音韻現象と持続時間上の長音化が起こり、ピッチ

の変動幅も大きいことになっているがマイナス感情要素である「不満」の表現にはこれらの音

韻音声的な特徴が現れないと述べている。

이경숙(2021)は、KH Coderのテキストマイニングを使い、1980年代から2021年までの約40
年間の日本語学習者の音声に関する研究論文669本のタイトルを対象にその研究動向を検討し
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たものである。①語の出現頻度の分析により、学習者の日本語発音の知覚的な側面より生成に

関する研究が多かったことが明らかになった、②年代を外部変数と設定し、1980年代から2010
年代までの約40年間の研究のトレンドがどのように変わってきたのかについても検討した結

果、1990年代からは論文数の増加やテーマのも多様化かつ細分化し、2000年代は音声認識と

音声認識技術を活用した音声教育に関する研究が目立ち、2010年代は、音声教育の実践に関す

る研究やアクセント教育に関する論文が多かった、と述べている。

    

3. 音韻研究　　　     

3.1 現代語の音韻      

今期の現代日本語の音韻的特徴に関する論考には、オノマトペにおける音象徴に関するも

の、短縮語形成における「重子音の有標性」に関するもの、二重母音の融合に関する諸条件に

関するもの、ルことばといわれる新動詞の活用に現れる変異形の出現要因に関するもの、諸方

言に現れる高母音の前の歯擦音化の類型論に関するもの、日本語の動詞活用に現れる派生の問

題に関するもの、「打ちことば」という文字表記に現れる音韻的要因に関するものの、延べ7
本である。

(1) オノマトペにおける音象徴

권연주・이윤호(2022)は日本語オノマトペの「音象徴」の実態について論じたものである。

オノマトペについては「記号」と「意味」において「有契性」があるといういわれているが、

この研究ではこのことを検証するためにに、2モーラのC1VC2V構造のオノマトペの第1子音を

対象にアンケート調査を行い、「音象徴」が認められるものもあればそうでないものもあるこ

とが確認された。一般的に「音象徴」は普遍的な調音方法によって現れるといわれているが、

「音象徴」は個別言語の特殊性からも現れ得ると考えられると述べている。

(2) 短縮語形成における「重子音の有標性」

文昶允・熊谷学而(2021)は、形態素境界にある重子音の有標性が短縮語形成に与える影響に

ついて論じたものである。複合語由来の短縮語データベース分析を通じて、重子音が無声阻害

音からなるものが圧倒的に多いことと、語形成実験を通じて、①外来語であっても、母語話者

のレキシコンにない新語に対しては、和語に働く音韻制約が適用され得る可能性がある、②聞

こえ度が高い重子音であるほど有標性が高く、かつ重子音の有標性が短縮語形成に影響する音

韻的要因の1つである、という結論を出している。

(3) 二重母音の融合に関する諸条件
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손범기(2021)は現代日本語における二重母音の融合の適用条件について論じたものであり、

実際の会話での融合を見るために「日本語日常会話コーパス（モニター公開版）」を対象に、

「中納言」を利用し、形容詞に現れる二重母音の/ai/・/oi/・/ui/の融合を調査した。その結果、

性別、単語親密度と融合率はある程度関連することが分かった。そして、二重母音の種類によ

る融合しやすさの順位([ai] > [oi] > [ui])について調音労力の最小化が働くと論じた。

(4) ルことばといわれる新動詞の活用に現れる変異形の出現要因

孫範基(2021)は現代日本語における規範的には五段動詞である「ルことば」に現れる一段活

用形という変異形の出現と関わる要因を調査した研究である。｢国語研日本語ウェブコーパス｣

を対象に一段活用形の出現を調査した結果、その出現には一般動詞のタイプ頻度および音素配

列、原語となる語のトークン頻度が一段活用形の出現の要因として働くと論じている。

(5) 諸方言に現れる高母音の前の歯擦音化の類型論

이병훈(2021a)は現代日本語の諸方言に現れる高母音の前の舌頂音に起こる歯擦音化に関す

る類型論を最適性理論(Optimality Theory)の制約の優先順位から説明したものである。

(6) 日本語の動詞活用に現れる派生の問題

이병훈(2021b)は、創発音韻論(Emergnt Phonology)の枠組みから日本語動詞活用における

「撥音便」を分析している。「イ音便」は最適性理論のような出力中心の音韻理論のアキレス

腱といわれる不透明性(opacity)の典型的な例であり、それを説明するために様々な補充理論が

提示されているが、その補充理論からはほかの音便現象と説明に矛盾が生じ得る。それに対し

て同氏(2021b)はインプット(基底形)を設定しない創発音韻論の考え方を最適性理論に導入す

ることによって、制約および優先順位から正しい出力形が説明できると論じている。

(7) 「打ちことば」という文字表記に現れる音韻的要因

최현필(2021)は日本の打ちことばにおける母音変化に関して分析したものである。打ちこと

ばには、経済性の原理による母音脱落や交替が起る場合と、経済性の原理に反する母音交替や

挿入などの変化が起る場合もあるが、この研究では打ちことばにおける母音変化の類型とその

表現意図および機能について分析および考察を行い、「経済性の原理」「仲間意識の表れ」

「強い表現欲求の表れ」「言葉遊び」「非・副言語情報の表現」「話しことばらしさの表現」

という表現意図を持つと述べている。
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3.2 歴史的な音韻研究      

今期の歴史的な音韻に関する論考には、上代日本語の音韻に関するもの、中世日本語の音韻

現象に関するもの、朝鮮資料からの音韻に関するもの、中国の漢字音関連のものがある。

(1) 上代日本語の音韻

上代日本語の音韻に関する研究は김대성(2021)、박미현(2021)、이성근(2022ab)の4本であ

る。

김대성(2021)は『古事記』『日本書紀』『万葉集』を中心として4つの資料の表記法の保守性

の推定とこれらの資料に現れたイ段(甲類)音の表記韻を比較している。

박미현(2021)は『日本書紀』古写本のうち前田本、図書寮本、兼右本に見える韓国系固有名

の片仮名傍訓に注記されている声点を調査し、その特徴を論じたものである。

이성근(2022a)は、『日本書紀』の全濁上声字の去声合流と次清音字の去声優位について、再

検討したものである。また、이성근(2022b)も『日本書紀』において平声濁音字の無声化と声調

の非低平調化がどのように現れたかを具体的に調査している。

(2) 中世日本語の音韻現象

中世日本語の音韻現象に関する研究は이병훈(2022)、이승영(2022)、鄭炫赫(2022)の3本であ

る。

이병훈(2022)は中世日本語に起こった音韻現象である連声を最適性理論の枠組みで分析し、

歴史的音韻現象の理論化を試みている。

이승영(2022)は室町時代の資料である『文明本節用集』における連濁のゆれを分析し、同時

代のキリシタン資料の『日葡辞書』との比較を行ったものである。

鄭炫赫(2022)は『落葉集』における二字漢語の連濁について、「前部要素の尾音」「声調」

「呉音と漢音」に注目し分析し、尾音「ン」また「ng」由来の「ウ」の場合連濁率が高い、前

部要素の漢語の声調が平声より去声のとき連濁率が高い、去声より平声の2字漢語の連濁率が

高い、漢音は連濁の例が少ない、と述べている。

(3) 朝鮮資料からの音韻

朝鮮資料から日本語の特徴を分析した研究は趙堈熙(2021, 2022)の2本である。

趙堈熙(2021)は『朝鮮王朝實錄』の前半部に見られる日本人名の音譯表記48例について分析

し、長音表記の問題、濁音の前の入りわたり鼻音の維持、「ツ」は破擦音化の起こる前の破裂

音「ハ行」語頭子音のp音表記などの特徴を明らかにしている。

また、趙堈熙(2022)は趙堈熙(2021)の後続研究として世宗9年~22年の69件の人名を分析し、

一部の九州方言にある狭母音化の音訳表記がある、「彦」のある人名のように特定人名には多

様な漢字が使われる音節がある、長い名前に使用される音訳表記には縮約など短くする傾向が
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ある、長音と撥音の表記に間違っている、濁音の前の入りわたり鼻音、「ツ」は破擦音化の起

こる前の破裂音、「ハ行」語頭子音のp音表記などの特徴があることを明らかにしている。

(4) 中国の漢字音

中国の漢字音と関連する研究は진위신・이경철(2021, 2022ab)、오채현・이경철(2022ab)、송

재한(2022)、孟垚・李京哲(2021ab, 2022abcdef)、백혜영(2022)の15本である。今期の音声・音

韻に関する研究の細分類において最も高い比率(23.8%)を占めている。

진위신・이경철(2021, 2022ab)の一連の研究は中国の上古音から中古音にわたる漢字音の変

化を考察したものであり、진위신・이경철(2021)は舌齒音について、진위신・이경철(2022a)は
喻母について、진위신・이경철(2022b)は3等と非3等の弁別素性が咽頭音にあるという喉頭音化

仮説についてと述べている。

오채현・이경철(2022ab)は宋音資料と唐音資料について各攝韻の分韻表を作成し、通摂諸韻

及び江・宕攝諸韻における唐宋音の反映樣相を考察したものである。

송재한(2022)は、『法華經山家本』と『法華經日相本』に加点されている字音注の中、中古

音の全淸(見母)と次淸(溪母)と一致しない7字についてその淵源を検討した研究である。法華經

音義及び注釋書などの内容と通時的に比較検討した結果、「類推」が主な原因であり、宗派間

の字音観の差も伝承に影響を及ぼしたと述べている。

孟垚・李京哲(2021ab, 2022abcdef)は『磨光韻鏡』の左音注の吳音と右音注の漢音を実際の

吳音と漢音資料と比較・分析し、その字音規定の問題と誤りを明らかにした研究である。

백혜영(2022)、日本の最初の漢和辭典の『漢和大字典』の通攝における異例の字音について

検討したものである。

4. 対照研究　　　     

今期の現代日本語の音韻的特徴に関する論考には、一型アクセントの日韓両方言の対照研

究、「打ちことば」という文字表記に現れる音韻的要因に関する日韓対照研究、日本語の漢字

音[-ou]と韓国語の漢字音の対応関係に関するもの、現代中国語と日本語の漢字音の対応関係

に関するものがあった。

(1) 一型アクセントの日韓両方言の対照研究

崔鉉鎭(2021)は、一型アクセントと解釈できる都城方言と高城方言の音調的特徴を対照分析

したものである。両方言を(1)音調型の数、(2)分節音と音調型の関係、(3)付属形式と音調型の

関係、(4)言い切り形と接続形の相違といった4つの観点から分析している。その結果、(1)音調

型の数:都城方言は1種類の音調型だけを有する一型アクセントタイプであるのに対し、高城方
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言は複数の音調型を有する一型アクセントタイプである、(2)分節音と音調型の関係として都

城方言では音調型の決定に分節音が全く関わらないが、高城方言では長母音が語頭音節の高さ

を決める、(3)付属形式と音調型の関係として両方言とも付属形式が音調型の決定に関与しな

い場合(単語単独形)と関与する場合(都城方言ではアクセント単位の切れ目の有無に関与する

が、高城方言では下降の位置に関与する)に分かれる、(4)言い切り形と接続形の相違として高

城方言のみが下降の有無によって区別される、と述べている。

(2) 「打ちことば」という文字表記に現れる音韻的要因に関する日韓対照研究

최현필(2022)、崔鉉弼(2022)は日韓の打ちことばにおける経済性について論じるものであ

る。調査データから経済性に従う比率を見ると、日本語は非常に低く、韓国語は40％くらいで

あり、日韓の打ちことばともに「経済性」に反する現象のほうが「経済性」よりも遥かに多い

と述べている。최현필(2022)は経済性に反する打ちことばについて、日本語は符号・半角文字

使用によって韻律と感情を表現する傾向が強く、韓国語のほうは音素の交替・符合挿入によっ

て個性や韻律を表す傾向が強いと主張している。崔鉉弼(2022)は｢経済性に関連する音韻変動

の類型｣は、｢日本語の場合｣は｢縮約 ＞ 脱落 ＞ 複合類型 ＞ 表記省略｣の順であり、｢韓国語

の場合｣は｢複合類型 ＞ 交替 ＞ 脱落 ＞ 連音 ＞ 縮約 ＞ 合わせ書き｣の順であり、韓国語の

ほうが経済性に関連する音韻変動の類型のバリエーションが多いと述べている。

(3) 日本語の漢字音[-ou]と韓国語の漢字音の対応関係

하소정(2021)は常用漢字表で「ou」形の連母音の長母音化する255字264音を韓国漢字音の類

型に分類し分析し、[ ]・[ㅗ]と対応する「au>ou形」、[ ]・[ㅜ]と対応する「ou形」を代表的類

型と設定し、その学習手順を提示している。

(4) 現代中国語と日本語の漢字音の対応関係

楊宇・李京哲(2021abc, 2022abc)は、現代中国語(ピンイン)と日本語の漢字音の対応関係を

分析した研究であり、中国人を対象にした日本語漢字音教育へ示唆を与えるものである。

5. おわりに　

本稿は、2021年から2022年にかけて18種の日本語学関連の学術誌に掲載された「音声学・

音韻論」に関する研究論文を取り上げ、その成果について概観した。63本の論文を「音声教

育」「音韻研究」「対照研究」に分類した。さらに「音声教育」は「分節音」「韻律」「学習方

略・指導方法」「表記」「教材分析」「その他」と下位分類し、その研究成果を紹介した。こ

の分野の研究推移を見ると、以前の周期の傾向と違い、日本語の音声教育に関する研究の比率
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が減少傾向(34.9%)である。漢字音関連の研究が音声・音韻研究」で占める比率が高いことは

注目に値する(23.8%)。
前期の高慧禎(2021)の「音声·音韻研究の現状と展望」ではコーパスなどの電子資料が導入

されつつあるという指摘があった。이경숙(2021)にもテキストマイニングを活用した電子資料

の分析した音声·音韻研究が紹介され、これから音声・音韻研究においても電子資料の活用は

拡大していくといっても過言ではない。最近、話題になっているChatGPTなど、AI技術の進歩

は著しい。このような技術の発展によって、電子資料の処理および分析はより迅速かつ簡単に

なり、しかも誰でもアクセスできる時代がやってくるだろう。今後AI技術を適用した音声・音

韻研究の出現が期待される。
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< 요 지 >

음성・음운연구의 현황과 전망

본고는 2021년부터 2022년에 걸쳐 한국 일본어학계의 학술지 18종에서 발표된 음성・음운관계 논문과 

그 성과에 대해서 개괄하였다. 63편의 논문을 ‘음성교육’, ‘음운연구’, ‘대조연구’로 분류하였다. 게다가 음성

연구는 ‘분절음’, ‘운율’, ‘학습전략・지도방법’, ‘표기’, ‘교재분석’, ‘기타’로 하위분류하여 그 연구성과를 소

개하였다. 

이 분야의 연구 추이를 보면 이전과 달리 일본어 음성교육에 관한 연구 비율이 감소한 경향이었다(44.7% 

> 34.9%). 한자음 관련 연구가 음성・음운관계 논문에서 차지하는 비율(23.8%)이 높다는 점은 주목할 만

하였다.

최근에는 다양한 전자 언어자료가 활용되고 있는데 앞으로 AI를 활용한 전자자료의 처리 및 분석이 기대

된다.

논문분야：음성학, 음운론

키워드：분절음, 운율, 음성교육, 음운론, 한자음
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